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今月は家族月間です。

　ロータリーの家族は、一般的な家族の枠組み
を超えた存在です。下の写真②には、青少年交
換留学生として台湾から我が家に来てくれた
CoCoさんが愛らしい和服姿で写っています。ロー
ターアクト、インターアクト、外国で学ぶ交換
留学生もロータリーの家族の一員です。

■ガバナーメッセージ

　12月12日に川越の東京国際大学でローターア
クトの地区年次大会が開催されますが、その挨
拶の原稿に次のようなことを書きました。

一つの手は自分のために、
もう一つは人のために
ガバナー　西川　武重郎

①

②　③

④　⑤
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「私にもローターアクトの年齢にふさわしい若か

りし時代がありました。その時代の思い出を話し

てみたいと思います。

　私は昭和41年に社会人になり初めて給料を手

にしました。初任給はたしか3万円ぐらいだった

と思います。その時、私が尊敬してやまない先輩

から『自分でお金を稼ぐようになったら少なくと

もその一割は社会に還元しなさい』と言われまし

た。それ以来私は収入の一割は人のために使うよ

う努力してきました。現在、私がロータリアンと

してロータリー米山記念奨学会やロータリー財団

に寄付することができるのは、若いころからの積

み重ねが力になっていると思うのです。

　ローターアクトの皆様、皆様はぜひローターア

クトクラブの活動を通し、人のために役立ちた

い、人のために奉仕するのだという“ロータリー

の心”を自分のものにしてください。そうすれば

自分が汗して得た貴重なお金の一部を人のために

使う素晴らしさを知ることができるでしょう。そ

してその行為があなた方の未来を豊かなものにす

ることも学べるはずです。」

　私が愛するオードリー・ヘップバーンが、「人
は二つの手を持っています。一つの手は自分と家
族のために、もう一つの手は人のために使いなさ
い」という言葉を愛する子ども達のために残した
そうですが、私も“家族”のために“ロータリーの
心”の素晴らしさを伝えたいと思っています。

①米・メープル農場にて／②家族とCoCoさん／③国際ロータリー大会にて、
RI 会長と／④ロータリー財団オリエンテーション／⑤銀婚式に家族と／⑥川越
RC公式訪問／⑦親子三代／⑧青少年交換　来日留学生オリエンテーション／
⑨深谷 RC・岡部 RC・深谷ノースRC合同公式訪問

⑥　⑦

⑧

⑨
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■新世代部門セミナー

 「新世代奉仕」が加わり五大奉仕となった記念の年
新世代部門委員長　野口　健吉（東松山むさし）

　先に開催された規定審議会において、

「クラブ奉仕」、「職業奉仕」、「社会奉

仕」、「国際奉仕」の四大奉仕に続き、「新

世代奉仕」が加わり五大奉仕となった記

念 の年 としてのセミナー が、10月 ２ 日

（土）嵐山町の国立女性教育会館において

開催されました。

　 西 川ガバナー、 ガバナー 補 佐、 イン

ターアクト、ローターアクト、ローテッ

クスの方々にも参加していただき、各ク

ラブから会長、新世代担当者を加えて総

勢100名を超えるセミナー開催となりま

した。

　西川ガバナーの点鐘及びご挨拶の後、

11月21日東松山紫雲閣において開催され

るライラデ－の案内が島田ライラ委員長

からありました。今年のライラデーにつ

いては、青少年交換として留学したロー

テックスの方々を講師に招き、「外から

見た日本」と題して話をして頂きます。

　また、現在地区内に青少年交換留学生

として来日している３名の生徒にもグ

ループディスカッションに参加して頂き、

交流を深めたいとの報告がありました。

　引き続き、平岡アクト委員長よりインターアクト・

ロ－タ－アクトの地区内活動と今後の課題について説

明があり、和光国際インターアクトクラブの海江田、

金井両氏から奉仕活動等の報告がなされました。

　次にローターアクト地区役員の番幡君から、来年２

月11日～ 12日大宮ソニックシティーを中心に開催さ

れる全国ローターアクト研修会の説明があり、全国か

ら1,000人前後のロータリアン、インターアクトが集う大

会であり、当地区からも100人以上のロータリアンの

参加登録を、との要請がなされました。

　中川青少年交換委員長からは、現在の活動報告及び

問題点、特に毎年苦慮するスポンサークラブ決定等の

説明後、ローテックス会長原田さんより、ローテック

スの活動、留学生との交流についての報告がなされま

した。

　本年のセミナーは、各委員長報告がスムーズに進行

したため、青少年交換のビデオを見ることができまし

た。最後に西川ガバナーに講評していただき、有意義

なセミナーが開催できたことをご報告致します。
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■第２回会員増強セミナー

 会員同士の交流について活発な情報交換を
会員増強委員長　山口　茂（熊谷南）

　西川新年度に向けた6月の第１回会員増強セミナー

は「会員増強」をコンセプトに、そして10月23日、今

回の第２回セミナーでは、「会員の維持」をコンセプト

に国立女性教育会館にて実施しました。

　前半の加藤玄静諮問委員の演題「ロータリアンとし

ての自覚（会員増強と会員維持について）」の基調講演

の後、私は「会員増強の要素」、「増強活動」、「会員増

強の手段に会員構成（年齢･男女）、友好団体、再入会

を考えよう」といった観点から、特に会員維持の必要

性について強調、ご協力をお願い致しました。

　後半では各クラブ出席者はグループ毎に分かれ、事

前に準備をお願いした「新入会員のオリエンテーショ

ンの取り組み」、「出席率を高めるには」、「クラブの委

員会活動や奉仕活動での新入会員の役割は？」、「ベテ

ラン、中堅、新入会員間の親睦について」等を切口に、

ご自分のクラブの会員維持のための方策、工夫等を発

表し、グループ内で情報交換をしました。

　その後、各グループの代表よりグループ内意見のま

とめを発表して頂きました。その中からいくつかピッ

クアップ、羅列します。

◎	新入会員への対応などについては、クラブ研修リーダーが月

1回例会後30分行っている。

◎	SAAの一員として例会ルール、流れなどを習得してもらう。

◎	出席、親睦、ニコニコ委員会オリエンテーションなどに、

古参会員も参加を願っている。

◎	炉辺会合は新旧会員同士のコミュニケーションを図る場とし

て役立っている。

◎	他クラブのことも知ることができるMUツアーを実施してい

る。

◎	ベテラン会員の隣席を用意する。

◎	例会で声賭けを行っている。

◎	サブにパスト会長をつけた上で、すぐに役職に就ける。

◎	会費を下げ、また夜間例会を取り入れ、入会し易い環境を

作っている。

◎	月に一度は親睦会。

◎	少人数のクラブはまとまりの良さがあり、全員で会員増強を

している。

◎	オリエンテーションや相談役を充てる等の必要性を感じてい

るが、なかなか実施できていない。またやっていても形骸化

している。サポートは5年～ 6年必要ではないか。

出席等については、

◎	月4回の例会は夜昼2回に。夜間例会は高い出席率。

◎	他クラブの卓話情報を提供しMUを促す。

◎	全会員の出席を集計配布。

◎	欠席会員に週報を直接或はメール等で渡す。

◎	会員平均年齢が高く、次世代への繋ぎに懸念がある。

などが発表されました。

　最後に真下和男研修リーダーから、国際協議会での

グループ討議の事例紹介を交え、ご講評を頂き、秋日

好天下のセミナーが無事終了しました。
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■第41期青少年交換派遣候補生開講式、第39期帰国報告会

 これからの社会貢献を期待します。
青少年交換副委員長　宮原　克平（志木）

　10月23日、北坂戸駅前のオルモにて午後２時より

青少年交換委員会主催の「第41期派遣候補生開講式」、

「第39期派遣学生帰国報告会」が開催されました。

　当日は会員増強セミナーと重なり、西川ガバナーは

じめ地区メンバーは開講式には間に合わず、梅沢PG

から感銘を受けるご挨拶を頂きました。今年の派遣生

は中学３年生２名、高校２年生１名の女子３名です。

それぞれ、川越RＣ，富士見RC、深谷マルチ（深谷

RC・深谷東RC・深谷ノースRC）の各クラブにスポン

サークラブになっていただきました。

　派遣候補生が一人ずつ決意表明を行い、特別参加の

大妻嵐山中学校高等学校長の小林節先生から激励とお

礼のご挨拶をいただき、開講式を終了しました。

　その後、第39期派遣学生の帰国報告会に移りまし

た。

　スウェーデン派遣の徳増嶺亜さん、「寒い国と思っ

ていたスウェーデンでも暖かい所もあります」。 ベル

ギー派遣の南保さやかさん、「到着が遅れ寂しい思い

をしましたが、なんとかホストファミリーと会い、お

父さんに初めてハグをされ、びっくりしました」。台

湾派遣の畔蒜明由美さん、「料理学校に入りました。

中国語と英語を徹底的に仕込まれ、欧米人に混じって

日本人一人でがんばりました」。 アメリカ派遣の皆川

優海さん、「ナイアガラの近くで生活し、ハロウィン

やクリスマスの飾付けに驚きました」などの報告があ

りました。この頃、西川ガバナー・立原ノミニーが到

着され、ご挨拶を頂きました。

　西川ガバナーのお話はRIが新世代に非常に重点を

置いている事、立原ノミニーはご自分の経験からのお

話、そしてお二方とも派遣生への激励と帰国学生へこ

れからの社会貢献を強調されておりました。

　引き続き、メキシコ派遣の土屋由美さんは、アメリ

カのすぐ近くの都市で生活し、週末にはホストファミ

リーとアメリカに買物に出かけていた事、我々の知ら

ないメキシコ料理を紹介しました。ブラジル派遣の成

川瑞希さんは、100年前の日本人移民の生活状況の資

料館の写真をたくさん撮って来て、移民生活時代の厳

しさをまざまざと見せつけられて衝撃を受けたことを

報告しました。この厳しさをバネに、大森林を開拓し

て今日の日系社会がある事を風化させないための資料

館を残す精神を我々は学ばねばと思いました。なお、

アメリカ派遣の田中直さんは、体調不良のためお父様

がお見えになり、御礼の言葉を述べられました。

　皆様もご存知のように彼らのブレザーにはバッチが

たくさんついていますが、これらは彼らが友達と交換

したもので、多いほど友達をたくさん持った証拠とな

り、決して飾りで付けている訳ではありません。派遣

候補生も帰国報告会を聞いて色々と勉強になった事と

思います。６時間に及ぶ長い会合でしたが参加者50名

は最後まで残り有意義なひと時を過しました。
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 ガバナー・ノミニーのご紹介
　指名委員会により2012－2013年度ガバナーに、鈴木秀憲氏（吹上RC）を候補者とするとの報告を

受けましたので、RI細則13条によりガバナー・ノミニーとして宣言し、地区内各クラブに公表します。

【　職　歴　】

昭和40年	 株式会社協同（自動車分解整備事業）入社
	 昭和50年　代表取締役社長就任
	 平成16年　代表取締役会長就任　現在に至る
昭和47年　みなとタクシー有限会社（吹上）経営参加
	 昭和50年　代表取締役社長就任
	 平成16年　取締役相談役就任　現在に至る
昭和53年	 株式会社協同バス（特定旅客運送事業）設立
	 代表取締役社長就任
	 平成16年　代表取締役会長就任　現在に至る
平成元年	 株式会社協同観光バス（一般貸切旅客運送事業）設立
	 代表取締役社長就任
	 平成16年　代表取締役会長就任　現在に至る

【ロータリー歴】

1979年3月14日	 吹上ロータリークラブ創立（スポンサークラブ：行田RC）
　　　　	同　日	 吹上ロータリークラブ入会
1994 ～ 1995年	 吹上RC会長
1999 ～ 2000年	 吹上RC幹事
1995 ～ 1996年	 地区社会奉仕委員
2007 ～ 2008年	 地区社会奉仕委員（世界遺産担当）
2008 ～ 2009年	 地区社会奉仕委員（世界遺産担当）
2009 ～ 2010年	 地区世界遺産登録推進委員長
2010 ～ 2011年	 地区世界遺産登録推進委員長

	 特記	 ポールハリスフェロー、マルチプルポールハリスフェロー、
	 事項	 ベネファクター、米山記念奨学会功労（4回）

鈴木　秀憲（吹上RC）
昭和17年4月17日生まれ

【　学　歴　】

昭和36年	 埼玉県立浦和高等学校卒
昭和40年	 国立干葉大学工学部工業意匠学科卒

 小池パストガバナーへ追悼の言葉
第2570地区ガバナー　西川  武重郎

　小池英輔パストガバナーは、2001 ～ 02年度ガバナーとし

て、新世紀の幕開けにふさわしい「新たなるロータリーの100

年の発展」の足固めになることを願い、「シンプル イズ ベス

ト」をテーマに掲げ、ゆとりのあるしなやかな地区活動を目標

に事業展開されました。とりわけ「人道的な働きをせずに生

涯を送ってしまった」と後悔しないよう、「我々はロータリアンと

して、自身に満足のいく奉仕活動を行っていくべきではないで

しょうか」とのメッセージは今でも私の心を強く支えてくれます。

　貴方は2010 ～ 11年度ガバナー選出にあたり、選考委員長

として我が家に何度もいらっしゃいました。その都度、お受

けすることは出来ませんとお断りしたのですが、「私は不退転

の決意で来ているから、君が受けるまで何度でも来る」とおっ

しゃられておりました。私は貴方のロータリーに対する深い熱

意に心打たれ、固辞する考えを翻して、現在に至っています。

　私はガバナーとして「利他の心で行動しよう」をテーマとさ

せていただきました。なぜそのテーマに決めたかを貴方の前

でお話しできるのを楽しみに、去る10月7日、行田ロータリー

クラブに公式訪問させていただきました。貴方は前日まで同

期のガバナー会で伊勢神宮をお参りされたことなどを楽しげ

に話され、私達と一緒に食事をされ、なんら普段と変わるこ

となく例会場に入られ、檀上で私の紹介をして下さいました。

そしてその最中、突然倒れられました。頭を動かしてはいけ

ないと思った私は、貴方の頭と肩を手で支えていましたが、

その時の貴方の肌の温もりが私の両手に今も残っています。

　貴方に対する思いは尽きませんが、2570地区の発展に多大

な寄与をされたことに感謝を申し上げて、改めて、あなたのご

冥福をお祈りします。安らかにお休みください。さようなら。

（　）
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　10月6日（水）西川ガバナー、澤田ガバ
ナー補佐をお迎えし、ガバナー公式訪問
を開催致しました。
　入会3年未満の会員との懇談会では、
会員の前向きな意見に対し、西川ガバ
ナーよりロータリアンとしての心構え等に
ついてご指導を頂き、大変有意義な時間
を過ごす事ができました。ガバナー卓話で

は、レイ・クリンギンスミス会長の「地域
を育み、大陸をつなぐ」を基に、西川ガ
バナーの「幸せな未来を創るために利他
の心で行動しよう」に至るまでの説明を頂
くとともに、ご自身の生立ちと経験を通

じてのお話を頂き、大変深い感銘を受け
ました。クラブ協議会では、各委員会の
活動計画に対し適切な指導を頂き、今後
の活動の糧といたしまして、計画の実行
を推進してまいりたいと思います。

児玉
ロータリークラブ
会長　中林　佑　
幹事　倉林　修司

熊谷南
ロータリークラブ
会長　高田　直樹
幹事　植竹　知子

　午前11時から西川ガバナー、第2グルー
プ岡野ガバナー補佐そして新入会員3年
未満5名と会長幹事が同席し、なごやか
で有意義な会議を12時まで行いました。
　西川ガバナーより「利他の心で行動しよ
う」と、人情味あふれる卓話を頂き深く
感銘を受けた次第です。その後各委員長
より年度計画書に基づいた発表があり、

最後に西川ガバナーと岡野ガバナー補佐
より総評を頂きました。
　３年前より書き損じハガキの収益金を
地元３団体に均等に支援している事にガ
バナーより使い道がすばらしいとお褒め

をいただきました。また、会員数が多い
内に、この数に甘えず新しい会員を育て
て活性化を維持して欲しいとの助言を頂
きました。大変有意義な公式訪問に感謝
しております。

富士見
ロータリークラブ
会長　尾崎　功
幹事　深谷　雅良

■ガバナー公式訪問

　10月5日（火）西川ガバナー、小林会員、
高柳補佐同席のもと、会長、副会長、
幹事、副幹事との懇談を行いました。当
クラブは12名の少人数クラブのため、そ
のあり方に対しまずご指導を頂き、また
地域の有益な事業に対して会費が積極的
且つ強力な奉仕をし、ロータリーの友情
を育むことのご指導を頂きました。
　例会スピーチでは、平和な人間関係を

築くことや、「ロータリーの心」の大切さ、
助け合いの心が薄れた現代は正に「利他
の心」が必要になっている。そして最後に
近江商人の「三方良し」の言葉で結ばれま
した。
　クラブ協議会では５大奉仕委員会の各

委員長から活動方針発表が行われ、そ
れぞれの委員会に適切なコメントを頂き、
緊張感の中でも笑いの出るすばらしい協
議会でした。ご指導誠にありがとうござ
いました。
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　10月8日（金）川越東武ホテルにて、西
川ガバナー、 金 子ガバナー補 佐、 大 野
地区幹事をお迎えし、当クラブ会長、幹
事、山田、三上、発智会員とで懇談会
を行い、当クラブの献血、マッサージ等
の社会奉仕活動とクラブの現状等の報告
をし、有意義なご指導を頂きました。例
会では、西川ガバナーの「利他の精神」、

「近江商人の三方良し考え方」等を話され
ました。クラブ協議会では、例会重視の
クラブ運営、卓話・週報等の重要性、少
数精鋭での充実した奉仕活動、高校生
インターシップの問題、クラブ合併問題

等忌憚のない意見が飛び交いました。西
川ガバナーの穏やかな語りの中から、周
囲を思いやる優しい心、器の大きさ等を
再認識致しました。有意義な公式訪問誠
にありがとうございました。

川越小江戸
ロータリークラブ
会長　山本　庄一
幹事　金子　貞男

　10月13日（水）西川ガバナーの公式訪問
がおこなわれました。午後５時から行わ
れた懇談会では、西川ガバナー、高柳ガ
バナー補佐、会長、幹事、斎藤会員（地
区青少年交換委員）、佐々木会員（入会３
年未満）とで、ロータリー活動についての
報告や考えについて話し合い、アドバイ
スを頂き元気が出ました。

　クラブ協議会は、増強活動について全
会員の意識の確認と方策について活発に
討議しました。西川ガバナーからは、会
員数８名のクラブであっても平均年齢が
若く、前向きな話し合いをしているクラ

上里
ロータリークラブ
会長　丸山和也
幹事　松本　寛

　10月12日（火）曇天の中、彩やかなダー
クレッドのジャケットを身に着けた西川ガ
バナーが少し早めに到着され、慈愛深い
笑顔でご挨拶を頂き、以前から知り合い
かと思えるほどの、安心感を覚えた次第
です。
　入会３年未満の会員との懇談も、緊張
している新会員に優しく語りかけて頂き、

また今年度５人の新会員が入会した事を
非常に喜んで頂きました。
　記念卓話では、新会員にも理解しやす
いように、「人間形成のためになる」、「人
生の勉強になる」等のお話、また、青少

年育成の必要性などを説かれ、人と人
との絆を深め、友情を大事にして助け合
う、そしてそれがお互いの仕事にもつな
がっていくという「ロータリー論」を心洗わ
れる気持ちでお聞きしました。

日高
ロータリークラブ
会長　鈴木　敏蔵
幹事　引間　豊　

ブであるので安心した、増強目標の達成
を期待する旨の激励を頂きました。
　最後に、上里クラブの方向性が見えた
ような、喜びに満ちた公式訪問であった
ことをご報告致します。
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■ガバナー公式訪問

　10月20日（水）、西川ガバナー、岡野
ガバナー補佐、大野地区幹事をお招きし
て、公式訪問例会を執り行いました。
　11時半より3年未満入会者との懇談を
いただき、最近入会した会員への激励を
含め、対象者にとって普段聞くことので
きない、とても有意義なお話をお聞かせ
頂きました。

　西川ガバナーの卓話では、本年度の方
針「利他の心で行動しよう」について、クリ
ンギンスミスIR会長の思い、自らの生い
立ちなどをご紹介頂くなど、かみ砕いた、
そして心に響くご説明を頂きました。

　例会終了後、写真撮影を行い、クラブ
協議会を開催致しました。各委員会委員
長より今年度の活動方針と経過を発表さ
せて頂き、西川ガバナーより各委員長に
温かいコメントを頂きました。

新座こぶし
ロータリークラブ
会長　小松とし子
幹事　戸高健司

　10月19日（火）西川ガバナーと澤田ガバ
ナー補佐、会長・幹事との懇談では、当
クラブの親クラブである行田ロータリーク
ラブの小池パストガバナーが急逝された時
のご様子、小池PGが気にかけておられ
た地区役員人事についてお話を伺いまし
た。小さなクラブが重大な事業を成し遂
げるための的確なアドバイスを頂きました。
　12時半からの例会では、西川ガバナー

吹上
ロータリークラブ
会長　原　功
幹事　鳥羽千太郎

　今度の公式訪問で、西川ガバナーが
常々言われている『利他の心』に少し触れ
ることができたように思います。
　昔の名奉行が残したと言われる三方損
という言葉を聞いたことがあります。何か
問題があれば三者が公平に負担しあうと
いう意味に理解しています。「利他の心」

には根底に「相手を思いやる温かい気持
ち」があると思います。ガバナーのお話を
聞いて、私たち小クラブでも大クラブの

胸を借りながら対等にロータリー活動に
取り組むことができそうな自信を持つこ
とができました。

志木柳瀬川
ロータリークラブ
会長　片桐　靖子
幹事　深沢　隆之

の年度テーマである「利他の心で行動し
よう」ということについて、当クラブでは
仏教の視点から第1回目の会員卓話を
行ったのですが、ロータリーの視点から
大変わかりやすい卓話を頂きました。
　クラブ協議会では、特に今年で24回

を数える青少年育成事業「サマーキャン
プ」については週報の写真をご覧になり高
く評価して頂きました。
　西川ガバナーの気さくなお人柄により、
緊張のうちにも楽しく公式訪問を終える
ことができましたことに感謝致します。
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　10月27日（水）、2570地区第１グループ
最後のガバナー公式訪問が、川越西RC
と鶴ヶ島RCとの合同で行われました。10
時45分に西川ガバナー、金子ガバナー補
佐、大野地区幹事、高野地区副幹事、
武藤地区大会実行副委員長をお迎えし、
例会に先立ち、ガバナー、ガバナー補佐

と川越西クラブの会長、幹事、会長エレ
クトとの懇談会が行われ、その後同様に
鶴ヶ島クラブも懇談を頂きました。
　委員会報告は両クラブが交互に行う形
をとり、その後ガバナーより卓話を頂き、

協議会へと進めました。両クラブの委員
会の方針等を説明し、最後にガバナーの
講評を頂き、ガバナー補佐の来る11月20
日に行われるＩＭについて、会員に協力
要請があり全行程終了となりました。

　10月29日（ 金）午 前11時より西川ガバ
ナー、高柳ガバナー補佐を迎え正副会
長、幹事並びに入会3年未満の会員4名
と懇談会を行いました。本年度7名の会
員増強を行いましたが、あと4・5名の増
強を考えている段階ですが新入会員への
フォロアー・シップや楽しい例会づくりを
考えて欲しいとのことでした。

　12時30分からの例会では50名の会員
が出席し、「利他の心で行動しよう」との
卓話をガバナーに熱く語って頂き楽しい
例会を開催できました。
　13時45分 からのクラブ協 議 会 では、

各委員長の活動方針を発表し、西川ガバ
ナーより講評を頂きました。今後のロータ
リー活動の糧とさせて頂きます。
　西川ガバナー並びに高柳ガバナー補佐
には長時間に亘りありがとうございました。

深谷東
ロータリークラブ
会長　向井　正義
幹事　新井　直己

鶴ヶ島
川越西
ロータリークラブ

新入会員のご紹介

（東松山RC）

星野　秀也
㈲松山フォトサービス
（紹介者）伊田登喜三郎

（寄居RC）

加藤　祐司
東京学芸大学

（紹介者）小泉　清久、柴崎　猛

（川越中央RC）

山科　徹芳
㈱埼玉冠婚葬祭センター
（紹介者）飯島　繁文、久保田一男

（行田さくらRC）

金沢　明敏
金沢社会保険労務士事務所
（紹介者）川辺　秀夫、田島　博夫

会長  持木 和男
幹事  岸田 喜好
会長  荻原 忠彦
幹事  田村 隆
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表　彰

吉野　幸泰
（志木RC）

徳間　寛子
（深谷RC）

醍醐　治江
（志木柳瀬川RC）

１ 回

米山功労者

ベネファクター

２ 回

７ 回

野口　尚彦
（所沢中央RC）

長岡　倉雄
（皆野長瀞RC）

田村　隆
（川越西RC）

平井　博
（深谷ノースRC）

８回

橋本　正彦
（朝霞RC）

３ 回

稲山十四助
（朝霞RC）

16 回

戸谷　全克
（本庄南RC）

３ 回

堀川　明
（本庄南RC）

95 回

金子　千侍
（秩父RC）

長谷川澄三
（志木RC）

寺山　栄一
（深谷東RC）

志村武一郎
（志木RC）

上原　実
（志木RC）

ポール・ハリス・フェロー

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
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クラブ名

出席率（％） 会員数（人）

川越 4 83.6 83.2 85 84 0 2 1 2 -2 -1 0

東松山 3 78.2 74.6 34 35 0 0 1 0 0 1 1

小川 5 75.0 75.0 11 11 0 0 0 0 0 0 1

坂戸 5 89.0 90.0 24 24 0 0 1 1 0 0 0

越生毛呂 4 76.0 77.7 27 27 0 0 0 0 0 0 1

川越小江戸 5 92.6 94.1 17 17 0 0 0 0 0 0 0

川越西 4 65.4 75.1 17 18 1 0 1 0 1 1 1

鶴ヶ島 4 77.0 77.5 30 30 0 0 0 0 0 0 3

川越中央 3 79.8 80.8 31 33 1 0 2 0 1 2 0

坂戸さつき 5 70.2 73.0 21 22 0 0 2 1 0 1 5

東松山むさし 4 82.3 84.5 34 35 0 0 1 0 0 1 3

小 計 79.0 80.5 331 336 2 2 9 4 0 5 15

朝霞 4 100.0 100.0 35 35 0 0 0 0 0 0 0

ふじみ野 4 87.4 84.8 16 16 0 0 0 0 0 0 0

志木 4 96.3 94.2 50 50 0 0 0 0 0 0 0

富士見 5 84.7 85.1 45 42 0 0 0 3 0 -3 0

新座 5 87.1 86.4 27 29 0 0 2 0 0 2 3

和光 5 90.9 90.2 19 20 0 0 1 0 0 1 1

朝霞キャロット 3 88.9 91.1 11 12 0 0 1 0 0 1 0

志木柳瀬川 5 93.8 92.2 12 11 0 0 0 1 0 -1 4

新座こぶし 4 93.7 95.9 15 16 0 0 1 0 0 1 3

小 計 91.4 91.1 230 231 0 0 5 4 0 1 11

入間 5 82.1 83.46 45 46 0 0 1 0 0 1 1

所沢 4 87.0 81.6 60 59 0 0 0 1 0 -1 4

飯能 4 87.7 91.8 58 57 0 1 0 1 -1 -1 0

狭山 4 100.0 100.0 22 22 0 0 0 0 0 0 1

新所沢 4 80.8 83.4 28 28 0 0 0 0 0 0 1

日高 4 84.8 81.0 23 28 0 0 5 0 0 5 4

所沢西 4 91.4 94.0 43 44 0 0 1 0 0 1 1

新狭山 3 87.2 91.0 26 26 0 0 0 0 0 0 0

所沢東 5 93.3 87.0 38 39 0 0 1 0 0 1 3

入間南 4 88.5 88.1 35 35 0 0 0 0 0 0 0

所沢中央 4 90.5 89.1 37 37 0 0 0 0 0 0 0

狭山中央 4 84.6 81.7 32 32 0 0 0 0 0 0 5

小 計 88.2 87.7 447 453 0 1 8 2 -1 6 20

深谷 4 65.5 71.2 58 58 0 0 0 0 0 0 8

本庄 5 89.0 86.5 67 67 0 0 0 0 0 0 7

秩父 3 77.0 77.0 52 52 0 0 0 0 0 0 0

寄居 4 78.5 85.7 35 36 0 0 1 0 0 1 1

児玉 4 64.6 73.4 12 12 0 0 0 0 0 0 0

岡部 4 88.0 85.6 18 18 0 0 0 0 0 0 2

深谷東 5 69.1 69.4 64 71 0 0 7 0 0 7 0

上里 3 87.5 88.5 8 8 0 0 0 0 0 0 0

川本 4 94.0 91.8 12 12 0 0 0 0 0 0 0

皆野・長瀞 4 82.7 86.9 17 18 0 0 1 0 0 1 3

本庄南 3 88.3 87.3 20 20 0 0 0 0 0 0 0

深谷ノース 3 88.9 74.5 36 35 0 0 0 1 0 -1 0

小 計 81.1 81.5 399 407 0 0 9 1 0 8 21

熊谷 5 85.8 80.4 89 91 0 0 4 2 0 2 3

行田 5 78.8 80.2 54 56 0 1 4 2 -1 2 2

羽生 4 75.7 76.6 36 38 1 0 2 0 1 2 2

加須 4 82.4 81.6 37 38 0 0 1 0 0 1 1

熊谷西 3 81.5 84.9 21 21 0 0 0 0 0 0 1

行田さくら 4 72.4 78.7 39 40 1 0 1 0 1 1 0

熊谷東 3 92.4 92.7 33 33 0 0 0 0 0 0 2

吹上 4 91.6 92.7 12 12 0 0 0 0 0 0 0

熊谷籠原 4 83.3 87.0 27 27 0 0 0 0 0 0 0

熊谷南 3 75.9 74.3 28 28 0 0 0 0 0 0 1

小 計 82.0 82.9 376 384 2 1 12 4 1 8 12

クラブ会員数
84.1 84.5

1783 1811 4 4 43 15 0 28

女 性 会 員 数 77 79 0 0 3 1 0 2

女
性
会
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年
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10
Ｒ
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54
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Ｃ

出席率・会員数報告

編集部から

1２・１月のスケジュール
 12月

4 土 R財団奨学生第２回オリエンテーション
11 土 青少年交換クリスマスオリエンテーション
12 日 ローターアクト地区年次大会

米山クリスマス会
15 水 歴代地区幹事会
18 土 諮問委員会 

ＧＳＥオリエンテーション
19 日 ブライダル相談会

 １月
9 日 青少年交換ウインターセミナー
10 月 　　〃 （成人の日）
15 土 米山奨学生面接試験

ブライダル相談会
16 日 国際協議会　～ 22日
22 土 第２回社会奉仕部門セミナー
29 土 第２回クラブ奉仕部門セミナー

　吹上ＲＣ鈴木秀憲会員がガバナーノミニーに指名されま
した。吹上ＲＣの創設にも携わられた 30 数年にわたる
長いロータリー歴をお持ちです。立原エレクト同様に大学
では工学部で学ばれました。工学専攻同士の良いコンビ
になることを期待します。

訃　報



鎌倉街道が繋ぐ２５７０地区の「和」

ガバナー月信　第６号
2010年１２月１日発行
今月の表紙：西川ガバナーご夫妻

　鎌倉街道は、信号「今宿」交差点を背に県道171号線、41号線に添っ

て北上し、嵐山町との境の笛吹峠へと至ります。この区間は第1グルー

プの所在地を貫通し、東を坂戸、坂戸さつき、東松山、東松山むさし、

そして西を越生毛呂、鶴ヶ島の各RCに囲まれていますので、お住まい

や職場をお持ちのロータリア

ンもいらっしゃるでしょう。

　現代の道路整備は、小さなカーブを

真っ直ぐに、橋を作って最短距離にと

いった、自動車の通行がスムーズになる

ように合理的な設計がされています。30

数年程前に作られた鳩山教育委員会の

案内図①を見ると、真っ直ぐに伸びた県

道を縫うように、鎌倉街道は軽い蛇行

を繰り返しながら北上したようです。県

道の周囲には新しく民家や学校ができ、

街道の面影を探すのは容易ではありませ

ん。かろうじて、場違いな感じのする供

養塔や板碑に歴史を感じます②③。

　大橋交差点から県道41号線に入るとす

ぐの「鎌倉街道（上道）」の案内看板④から

は上り坂となり、例えば道幅を半分ぐら

いに想像してみると、イメージが湧いてき

そうな道筋となり⑥、更に上りつめて笛吹

峠近くになると、その印象はますます濃

くなります⑦⑧。写真⑤は県道から分岐す

る道で、鎌倉街道かどうかは定かではあ

りませんが、雰囲気を感じさせてくれます。

第
６
回　

鳩 

山
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171

171

鳩山町

嵐山町

赤沼

②③

①

④

⑥

⑤

⑦

⑧

鳩山町役場

笛吹峠

鳩山町中

鳩山
カントリークラブ

＝撮影場所
＝鎌倉街道

今宿交差点

鳩山駐在所前

大橋交差点

①

④

② ③

⑤ ⑥ ⑦ ⑧


